
大倉集古館

海を渡った古伊万里

O K U R A  M U S E U M  O F  A R T

～ウィーン、ロースドルフ城の悲劇～

2020.11.3 Tue./holiday — 2021.1.24 Sun.

色絵松竹梅鶴文八角大皿（修復）  有田窯  1700-1720年代  ロースドルフ城

The Tragedy of L�sdorf Castle T h e  D e s t r u c t i o n  a n d  R e b i r t h  o f  E x p o r t e d  O l d - I m a r i

特 別 展

開館時間／10：00－17：00（入館は16:30まで）  休館日／毎週月曜日（休日の場合は翌平日）、年末年始（12月28日－1月1日）  入館料／一般1300円  大学生・高校生1000円  中学生以下無料
＊同会期中のリピーターは200円引き ＊20名様以上の団体は100円引き ＊障がい者手帳、被爆者手帳をご提示の方とその同伴者1名は無料

◉新型コロナウイルス感染症の拡大状況により変更が生じる場合は当館WEBサイトでお知らせいたします。

The Tragedy of L�sdorf Castle T h e  D e s t r u c t i o n  a n d  R e b i r t h  o f  E x p o r t e d  O l d - I m a r i



〒105-0001 東京都港区虎ノ門2-10-3
（The Okura Tokyo前）

Tel.03-5575-5711  https://www.shukokan.org/

東京メトロ南北線／六本木一丁目駅改札口（泉ガーデン方面）より5分
東京メトロ日比谷線／神谷町駅4b出口より7分
東京メトロ日比谷線／虎ノ門ヒルズ駅A1またはA2出口より8分
東京メトロ銀座線・南北線／溜池山王駅13番出口より10分
東京メトロ銀座線／虎ノ門駅 3番出口より10分

■ 講演会

 「古伊万里再生プロジェクト～ 陶片をつなぐ 世界をつなぐ」
 11月14日［土］　講師／保科眞智子氏（一般社団法人 古伊万里再生プロジェクト代表）

 「ロースドルフ城の陶片は何を語るのか」
 12月5日［土］　講師／荒川正明氏（学習院大学教授・本展監修者）

 「ロースドルフ城コレクションの修復について」
 2021年1月9日［土］　講師／繭山浩司氏（修復家）

時間／14：00－15：30（開場13：30）
場所／大倉集古館地下1階ホール
料金等／無料、要当日観覧券、先着40名

■ ギャラリートーク
 本展企画協力者 森谷美保氏（美術史家）によるギャラリートークを行います。
 11月17日［火］、12月15日［火］、2021年1月13日［水］　いずれも14：00－

◆ レストランにてオーストリア料理やスイーツを提供
 展覧会の会期にあわせ、The Okura Tokyoオールデイダイニング「オーキッド」（オークラ プレステージタワー5階）や
 バーラウンジ「スターライト」（同41階）にてオーストリア料理やスイーツを提供いたします。
 ＊「オーキッド」のみ11月30日［月］まで  【除外日】12月18日－25日、31日、2021年1月1日－3日

開催中のイベント

場所／大倉集古館1階にお集まりください
申込／申込不要、要当日観覧券

◆ ランチタイムコンサート＆トークイベント　＊要予約
 The Okura Tokyoの宴会場にて、今回の展覧会についてのお話のあと、コースランチを
 お召し上がりいただきます。チェロとピアノによる、ウィーンにゆかりのある華やかなデュオで、
 ミニコンサートも開催。ウィーンに思いを馳せながら、優雅なひとときをお過ごしください。
 2021年1月15日［金］11：30－ 　料金／12,000円（コースランチ付、消費税・サービス料込）
 講師／荒川正明（学習院大学 教授）　出演／鳥羽咲音（チェロ）、鳥羽泰子（ピアノ）
 開催場所／The Okura Tokyo  オークラ プレステージタワー41階 宴会場 鳥羽咲音（チェロ） 鳥羽泰子（ピアノ）

ご予約・お問合せ／The Okura Tokyo 営業企画部 企画広報課
TEL：03-3224-6726（月－金 10：00－17：00 / 祝日を除く）

お申込／大倉集古館  TEL：03-5575-5711（10：00－17：00）

The Okura Tokyoでの関連イベント

主催 公益財団法人大倉文化財団・大倉集古館、日本経済新聞社
協賛 大成建設株式会社、中央建物株式会社、株式会社サニーサイドアップ、西戸崎興産株式会社、西戸崎開発株式会社、株式会社ニッピ、葵レバン
テ株式会社、有楽町税理士法人　後援 オーストリア大使館／オーストリア文化フォーラム、日墺協会　特別協力 ロースドルフ城ピアッティ家、一般社団
法人古伊万里再生プロジェクト、佐賀県立九州陶磁文化館　協力 The Okura Tokyo、特種東海製紙株式会社　企画協力 株式会社キュレイターズ

オーストリア、ウィーン近郊にたたずむロースドルフ城には、日本の古伊万里を中心とし

た陶磁器が多数所蔵され、かつてそれらは調度品として城内を美しく飾っていまし

た。ところが、第二次世界大戦の悲劇により、その大半は粉 に々破壊されてしまいます。

城主であるピアッティ家は、破壊された陶片を捨てずにあつめ、城の一室にインスタ

レーションし、平和への祈りを込めて一般公開しました。

本展では、国内にある有田磁器の名品とともに、陶片を含むロースドルフ城の日本、

中国、西洋の陶磁器コレクションを海外初公開いたします。更には日本の技術により修

復した作品を展示し、波乱にとんだロースドルフ城コレクションの全貌を明らかにします。

海を渡った古伊万里特別展
～ウィーン、ロースドルフ城の悲劇～

1. 色絵唐獅子牡丹文亀甲透彫瓶（部分修復） 
 有田窯 1700-1730年代  ロースドルフ城
2. 白磁大壺（組み上げ修復） マイセン窯  20世紀初頭  ロースドルフ城
3. 色絵松竹梅岩鳥文輪花皿  柿右衛門窯  1670-1690年代
 佐賀県立九州陶磁文化館（柴田夫妻コレクション）
4. 藍釉金彩風景文バブーシュ形置物（修復） 
 マイセン窯  19世紀前半  ロースドルフ城
5. 色絵花卉文花瓶（組み上げ修復）  
 有田窯  19世紀後半  ロースドルフ城
6. ロースドルフ城外観
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@KoimariLoosdorf  #海を渡った古伊万里
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